
 

ホストファミリー体験 

 

-アンケートより - 

 

Q1. ホストファミリーをしようと決めた理由は何でしたか？ 

・本人が興味をもっていたので・奈良大学附属高校に貢献できる・家族を含め子供の意識

改革・楽しそうだと思ったから・せっかくのチャンスですし、家族にとってとてもいい経

験になると思ったのと、来年の修学旅行でも活かせると思ったから・子供の将来にとって

きっと役立つことがあるのではと思ったから・以前にもホームステイを引き受けたことが

あり、その経験がとても有意義で、楽しく、その後も彼らとつながりを持つことが出来て

いるので、今回もそのような経験が出来ればと思いました・外国の方々と直接触れあうこ

とのできるチャンスだと思ったため・他では経験できないことを生徒本人＋家族でできる

貴重なお話だと思いました・子供の英語の成績がパッとしないのは英語が苦手という一種

のアレルギーだと思い、直接触れあうことで苦手意識をなくしてくれたらと考えましたが、

結果的に子供だけでなく、家族全員がそうだったと気付きました・親子で話し合い、良い

経験になると思いました・子供がオーストラリアでホームステイをするので、協力したい

と考えたので 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2.実際に生徒が到着するまでに不安に思っていたことは何でしたか？ 

・会話がうまく伝わるのかどうか・食生活の差・言葉の問題・部屋が狭いこと・訪問生徒

の緊張や遠慮をどのようにほぐしていくことができるのか・お風呂の使い方などの生活習

慣・相手の性格などの相性 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q3.生徒の滞在中に困ったことはありましたか？それはどのようなことでしたか？ 

・思っていることを伝えるのに少し困った程度・うちに来た生徒さんはあまり日本語が出

来ず、またシャイな性格だったのでなかなか打ち解けることが出来なかった気がします。

私達もあまり英語が出来ず、今でも本当にうちに来てくれて彼は楽しく思ってくれていた

のかと思うことがあります・嫌いなものを無理に食べていないか、量は多すぎないか、少

なすぎないか、など・*「特になし」という答えが多数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q4.言葉の壁は高いと感じましたか？ 

・子供達は辞書を片手に思ったより楽しそうで「案ずるより産むが易し」ですね・言葉は

通じなくとも気持ちを込めて知る限りの単語を双方共に伝えれば壁は低くなると感じまし

た・全くありませんでした・こちらの言いたいことや、つたない英語やジェスチャー、日

本語で言おうとしていることを察してくれたので助かりました・やはり壁は高いと感じた

部分はありました・生徒が言いたいことを伝えられず困っていると感じたら英語でコミュ

ニケーションをとりました・Google や Yahoo の翻訳サイトや身振りでカタコトでもなんと

か過ごせました・。日本についてかなり勉強されているようで驚きました・かなりコミュ

ニケーションがとれたと思います・初日に英語で話しかけたところ、その後はあまり日本

語で話そうとせずに英語でばかり話していた。やはり日本語の、しかも関西弁の方言、イ

ントネーションでは難しいのかなと感じた 



 

 

 

 
 

Q5.今回のホームステイを通じて、一番良かった部分は何でしたか？ 

・一人家族が増えた気持ちが味わえました・会話しようと必死に気持ちを伝え合えば、気

持ちは通じるのだと家族全員で体感できました・家族が一つになって接することが出来た

ことと、家族みんなが楽しませて頂いたことです・短期間でも子供にとっては異文化や外

国に触れることができて、子供も私達自身も色んな意味で勉強になったと思っています・

違った文化、言葉を持つ者同士が生活することは若い人たちにとっても良い経験になりま

した・子供同士の友情がかなり深まったこと・英語を勉強したいと思えたこと・外国の文

化に触れられたこと・メールアドレスを交換して海外に友人ができたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q6.ホストファミリー後の生活や学習に対するお子様の意識に変化はありましたか？ 

・英会話に興味を持っていましたが、より話せるようになりたい気持ちが強くなったみた

いです・人見知りが無くなったと言っていました・研修旅行でホームステイの時、話せる

のか心配していましたが、問題ないようなことを言っていました・英語で話すことがすご

く楽しく感じたし、英語の学習に対する意欲が増えてきました、と本人が言っていまし



 

 

た・最初はあまり乗り気ではなかったですが、やはり身振り、手振りでもコンタクトをと

って、何とかしようという気持ちが高くなり、また来年も受けいれてもよいと思ったよう

です・自分自身も海外での経験を積みたいと再認識したよう・「もっと英語がしゃべれた

ら良かった」と後悔しており、「学校の授業の英語」から「コミュニケーションをとるた

めの英語」という認識に変わったと思う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q７.全体の感想 

・今回のホームステイでは貴重な体験をさせて頂き感謝しています。本人にとっても、私

達家族にとっても色々と勉強になりました・主人も大学生の時、ホストファミリーとして

オーストラリアから女の子を受け入れていて、今回も両親、主人は大賛成でした。日本語

で伝わらない時は英語を使うこともありましたが、ちゃんと伝えることができ、生徒さん

に褒めてもらいました。滞在中、生徒さんのお母さんから電話があり、なんとか対応？で

き、いろいろな素晴らしい経験ができました・礼儀正しい生徒さんでとても感心していま

す。また機会があったらホストファミリーになりたいと思います・本当に中々出来ること

はなく、このような機会はドンドン触れることが出来ればいいですし、留学コースという

コースが出来てもよいかなとも思いました・生の英語に触れたことも素晴らしい体験でし

たが、日本人として日本文化をもっと勉強しなければという思いを新たに出来たことも素

晴らしい体験でした。ぜひ、来年度もホストファミリーをしたいと思います・気疲れはし

たものの、とても楽しい時間を過ごせました。訪問生徒さん達がどんな感想やリクエスト

を持っているのか、今回の結果を聞き出して、来年のホストファミリーに伝えて欲しいで

す・今回、ゲスト側はとても日本の勉強をされていたので、ホスト側にも来日前に習慣や

言葉など、勉強する機会があっても良いと思いました・親子共々、視野が広がった気持ち

です・とても良いお嬢さんに巡り会い、楽しい時間を過ごすことができました。家族とし

て忘れられない貴重な経験です。娘は修学旅行でオーストラリアに行きますが、家族とし



 

 

てもぜひいつか今回の留学生に会いに行きたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


